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令和８年３月２日 

                    公益社団法人 自衛隊家族会                    

東京都自衛隊家族会 

会  長   森山 尚直 

                           

令 和 ８ 年 ３ 月 「 月 報 」 

＜会長挨拶＞  

 

２月の上旬には各地で大雪に見舞われた日本列島ですが、梅の花もほころび春の兆しを告

げています。また寒暖差の大きい日々となっておりますが、会員の皆様には、恙なくお過ご

しのことと拝察致します。 

さて、２月８日投開票で行われた第５１回衆議院選挙は、自由民主党と日本維新の会の連

立与党が大勝し、２月１８日には第２次高市内閣が誕生。第１次内閣の全ての閣僚、副大臣

及び大臣政務官が留任しました。現在、国会では２月２６日より令和８年度予算案の審議か

行われています。 

また、「北方領土の日」の２月７日、高市総理大臣、茂木

外務大臣などが出席して、令和７年度「北方領土返還要求

全国大会」が国立オリンピック記念青少年総合センター

（渋谷区）で開催されました。高市総理大臣は、「戦後８０

年が経過した今もなお、ロシアとの間では北方領土問題が

解決されず、平和条約が締結されていないことは、誠に悔

しく、残念であり、政府としては、こうした状況を重く受

け止めています」「政府として、粘り強く、ロシア側と意思

疎通を図ってまいります」と述べました。 

なお、署名活動の現場からとして、自衛隊家族会の中畑康樹・本部運営委員が、署名活動

により一層取り組むとの決意を力強く表明しました。 

７年度は、東自家族会として１７９４筆（６年度は２２０４筆）の署名が集まりました。ご

協力を頂きました会員の皆様に感謝申し上げます。来年度は、会員一人２筆の署名目標の達

成に向けて、皆様のご尽力をより一層お願い致します。 

さて、今月は、多くの自治体で「自衛隊入隊・入校予定者激励会」が開催されます。自衛

官・自衛隊員としての門出をお祝いし、健康で元気にご活躍されることを祈念する月にした

いと思っております。会員の皆様のご支援ご協力を引き続き宜しくお願い致します。 

 

＜東自家族会の活動＞ 

１ 令和８年２月の活動 

（１） 関東地区部隊研修 

２月３日、東京地本のご支援をいただき、森山会長   

以下１１名の役員が参加して、用賀駐屯地（関東補給 

処用賀支処）、三宿駐屯地（衛生学校）及び三宿地区 

（自衛隊中央病院）の研修を行いました。 

用賀駐屯地では衛生に関する補給倉庫の研修を、三  

宿駐屯地では陸上自衛隊の救命率向上に向けての取組 

や彰古館などの研修、自衛隊中央病院では屋上ヘリポートの研修をさせて頂きました。 
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（２） 北方領土返還要求全国大会 

令和８年２月７日に行われた北方領土返還要求全国大会では、東自家族会から森山

会長を始め１０名の会員が参加しました。 

大会では、中畑康樹・本部運営委員が、署名活動の現場からとして、「自衛隊家族会

は、北方領土返還要求運動の一環として署名活動を実施しており、令和７年には５万

３千人の署名を集めました。しかしながらその署名数は会員数の減少と相まって減少

傾向にあります。自衛隊家族会は令和８年度に創設５０周年を迎えます。ここで一層

奮起して多くの署名を集め、北方領土が返還されるまで、これを継続することをここ

に決意します」と述べました。 

なお、当日配信された YouTubeは、約１カ月視聴可能とのことです。 

下記のＵＲＬまたは二次元バーコードでご視聴ください。 

URL: https://youtube.com/live/Xkbz_36pkBI 

（３） ４地区協議会長等意見交換会 

２月１４日、東京地本会議室において、令和７年度第３回の「４地区協議会長等意

見交換会」を開催しました。 

意見交換会では、４月１１日に開催する「令和８年度第１回理事会」で審議する

「令和７年度事業報告」「令和８年度事業計画（案）」「令和８年度予算書（案）」につ

いて意見交換するとともに、令和８年度の定期表彰（永年会員表彰を含む）について

表彰候補者選考委員会を開催し、審議しました。 

（４） 一般曹候補生入隊予定者説明会の支援 

２月２８日、市ヶ谷駐屯地内で開催された「令和７

年度一般曹候補生入隊予定者説明」を森山会長以下８

名で支援しました。当日は４４名の入隊予定者が、ま

た１５名の保護者の方が参加し、東自家族会は、保護

者の方との懇談を通じ、東京地本の募集活動を支援し

ました。 

 

２ 令和８年３月以降の主な事業・行事 

（１） 東京地本主催「令和７年度入隊・入校予定者激励会」 

東京地本主催の入隊・入校予定者激励会は、本年度も行われず、３月１日～３月

２２日迄の間、入隊入校予定者とその保護者の方に視聴を限定した激励メッセージ

を YouTubeにアップします。森山会長も出演します。 

各地区会長には、自治体で行われます激励会へのご参加を宜しくお願い致します。 

なお、東自家族会を含めた東京地本協力９団体による入隊・入校予定者に対する 

激励品は、各事務所等の広報官を通じてお渡しする予定です。 

 （２）東京地本の入隊予定者の見送り行事への参加 

 東京地本が、３月下旬に実施する入隊予定者の見送り行事に東自家族会の有志が

参加して、入隊予定者を激励する予定です。（場所別示） 

（３） 令和７年度会計監査会 

４月１日（水）１０時より、令和７年度収支決算書についての監査会を実施しま

す。（場所別示） 

（４） 令和８年度第１回理事会 

４月１１日（土）１４時より、令和８年度第１回理事会を  開催致します。議

題は、５月２３日の総会での議題についてです。（場所別示） 

https://apac01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Fyoutube.com%2Flive%2FXkbz_36pkBI&data=05%7C02%7C%7C72581f226f6e40cfb7ca08de6202efaf%7C84df9e7fe9f640afb435aaaaaaaaaaaa%7C1%7C0%7C639055961932934963%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=6hCdhTnHddwnygjiVdbTCfO%2FY18dinbT%2Bzo%2BJiIJ2VE%3D&reserved=0
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（５） 令和８年度定期総会 

５月２３日（土）１３時３０分より、令和８年度の定期総会を実施します。総会

後の防衛講話は、東京地本長の鹿子島陸将補に講師をお願いしております。（場所別

示） 

 

３ その他 

（１） 近郊の自衛隊のイベント情報（各部隊などのホームページより） 

  〇 航空中央音楽隊第６０回定期演奏会 

日時：令和８年３月２３日（月）開演 19:00(開場 18:00) 

場所：すみだトリフォニーホール 

出演：航空中央音楽隊、米空軍音楽隊 

応募：航空中央音楽隊ホームページより 

問合せ：航空中央音楽隊広報係(042-362-2971(内線 5933)  

 

〇 練馬駐屯地桜まつり 

日時：３月２８日（土） 

場所：練馬駐屯地（東京都練馬区） 

問合せ：第１師団司令部総務課広報班 

（電話：03-3933-1161） 

〇 練馬駐屯地創立６４周年・第１師団創立７５周年記念行事 

日時：４月１２日（日） 

    場所：練馬駐屯地（東京都練馬区） 

      連絡先：第１師団司令部総務課広報班（電話：03-3933-1161） 

 

〇 立川駐屯地創立５３周年記念行事 

日時：４月１９日（日） 

場所：立川駐屯地（東京都立川市） 

連絡先：立川駐屯地広報班 電話：042-524-9321 

 

（２） 第４回「防衛力変革推進本部」における 防衛大臣冒頭御発言（８．２．１９） 

（防衛省ＨＰより） 

今日の２点のテーマについて申し上げたいと思います。  

まず、１点目の「人的基盤」ですが、昨年度、自衛官の採用

は目標１万５千人に対して１万人に届かず、中途退職は５千人

を越えました。私は、強い危機感を持って、着任以来、自衛隊

員とご家族を守り抜くという決意で、処遇と生活勤務環境の改

善を推進してきました。例えば、  

・ 昨年の給与法改正で自衛官の給与が過去最高額となったこと  

・ 高等工科学校や防大の学生の年収を２０万円以上上げること  

・ 予備自衛官の給与も過去最高額に上げること  

・ 令和８年度予算案で、過去最大の上げ幅となる糧食費を含め、 人的基盤強化に 

５，８１４億円を計上したこと  

・ 自衛隊創設以来初となる自衛官独自の給与体系の改定を、前倒しで令和９年度中に実

施すること  

https://www.mod.go.jp/gsdf/eae/1d/
https://www.mod.go.jp/gsdf/eae/1d/
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・ 今国会で若年定年退職者給付金の引上げや、６５歳まで再就職 支援を何度でも実施

できるようにするための立法措置を講じること  

・ 海上保安庁や総務省などと協力し、再就職先を拡充したこと  

・ 隊員の要望を受け、カロリーメイト等を速やかに支給したことなど、 

多くの駐屯地・基地を訪問し、現場の声をしっかり把握した上で形にしつつ、処遇改善

を進めてきました。 

このような様々な取組みにより、今年度の入隊者は１万人を超える見込みです。地方協

力本部の広報官をはじめ、募集に当たる皆さんの努力にも心から感謝したいと思います。 

お集まりの皆さんも、労を惜しまず、隊員一人一人や御家族の意見を聞くことを重視して

もらいたいと思います。  

引き続き、人事教育局長を中心に、自衛官独自の給与体系の改定や、自衛官の福利厚生

の充実・社会的地位の向上といった施策に、スピードを上げて取り組んでください。  

今後、自衛官募集の対象人口は、２０年間で約３割減少すると言われています。激化す

る人材獲得競争に勝利するという意気込みで、今の時点から、多様な人材の取り込みや、

職業としての魅力化、組織文化改革を進めていただきたいと思います。（中略） 

また、事務官や技官なども、自衛官とともに、防衛力そのものであります。特に、私を

日々直接支えてくれるここ市ヶ谷の職員に、近年、中途退職者が多いことに危機感を覚え

ています。防衛省が、成長を実感でき、働きがいのある職場であるよう、官房長を中心

に、 処遇改善、エンゲージメントの向上等を直ちに実行してください。 （以下略） 

 

なお、２点目は、「防衛生産・技術基盤」に関する発言でした。 

 

＜地区協議会だより＞ 

〇 城南地区協議会  

城南地区協議会は令和８年２月２１日（土）に東京地方協力本部城南地区隊と共催で、

幹部自衛官を志す方およびそのご家族ならびに家族会員など約５０名を対象として、ク

ラブ水交において城南地区講演会を開催いたしました。 

   講師には海上自衛隊（前）横須賀方面総監の真殿知彦氏をお迎えし、「自衛隊に求め

られるリーダーシップ」をテーマにご講演頂きました。真殿氏にはご自身の豊富なご経

験を踏まえつつ、幹部自衛官のライフプランやリーダ

ーシップのあり方について具体的かつ示唆に富むお話

を賜りました。 

また講演会終了後にも、講師への個別質問を希望す

る参加者が長蛇の列を作るなど、出席者の知的好奇心

と情報収集への高い意欲がうかがえました。特に幹部

自衛官を目指す方々は、自衛隊での実務経験に基づく

リアルな助言への関心が強く、今後のキャリア形成に

向けた前向きな姿勢が強く感じられました。 

 

〇 城北地区協議会 〇 城東地区協議会 ○ 三多摩地区協議会 
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＜東京地本からの連絡事項＞ 

〒162-8850 東京都新宿区市谷本村町 10番 1号 

自衛隊東京地方協力本部 東京都自衛隊家族会連絡所  

                  TEL 03-5228-7833 （FAX同時切替） 

 

東京都自衛隊家族会賛助会員のご紹介（登録順） 

 

前参議院議員 

佐藤 正久 様 
昭島ガス株式会社 代表取締役 

平畑 文興 様 
前衆議院議員 

松原  仁 様 
衆議院議員 

長島 昭久 様 
柴田法務会計事務所 

柴田 純一 様 
衆議院議員 

松本 洋平 様 
衆議院議員 

小田原 潔 様 
衆議院議員 

山田 美樹 様 
 


